












佳 ふ史み学氏博分 士野位 記のの 名番専 名攻称号 口博 士(工 学)
第 1 024 7 τ仁ヨゴ
学位授与年月日 平成 4 年 3 月 25 日




論文審査委員 教(主査授) 志水 隆一
教(副査授) 一岡 芳樹 教授中島信一 教授興地斐男
教授樹下行二 教授増原 宏 教授南 茂夫










た。さらにコヒーレント光学系における 3 次元OTF を導出し， 3 次元結像特性の立場から球面収差補
正手法の解釈を行った。
第 3 章では，能動型画像処理による球面収差補正の原理的な妥当性の検証のために本研究で開発した，






















(2) 透過型電子顕微鏡 J E M -100 C -F E G用画像データ収集処理システムを開発し結像パラメータ




鏡HF -2000 に本手法を適用し，大幅に分解能を向上させることに成功している O
(4) 本研究で得られた無収差スルーフォーカス像を用いて，試料の振幅成分，位相成分のデフォーカス
量依存性を独立に評価する手法を開発している。この振幅位相成分分離法により，従来弱位相物体と
考えられていた薄膜試料であっても振幅成分が無視できないことを実証し，従来から用いられてきた
パワースペクトルによる性能評価法は実際より分解能を過小評価する危険性があることを指摘してい
る O
(5) 能動型画像処理法の特徴一つである実時間性を利用した実時間無球面収差観察について述べ，この
方法が試料の形状変化の動的観察などへの広い応用範囲が期待できることや，動的変化の有効な解析
手段となることを指摘しているO
(6) 球面収差と色収差を同時に除去できる能動型無収差高分解能結像法を提案し，光学顕微鏡による検
証実験と透過型電子顕微鏡による予備実験によりその有効性を実証しているO
以上のように，本論文は，透過型電子顕微鏡の球面収差の補正について論じたものであり，応用物理
学，特に材料工学，医学生物学などの分野に寄与するところが大きし、。よって，本論文は博士論文とし
て価値あるものと認めるo
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